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第４章　先端技術情報例
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キ
ー
ワ
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ド
�市

場
キ
ー
ワ
ー
ド
�情

報
源
�

日
付
�

情
報
タ
イ
ト
ル
�

本
文
�

関
連
情
報
�

E
 ラ

イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
�

01
-a

2
3

ア
ト
ピ
ー
性
皮
�

膚
炎
,イ

ン
タ
ー
�

ロ
イ
キ
ン
ー
4 
�

エ
ー
カ
リ
 グ

ロ
�

ブ
ロ
ー
ル
,ア

ブ
�

ス
ト
ラ
ク
ト
�

ア
レ
ル
ギ
ー
,化

�
粧
品
,食

品
,医

薬
�

品
�

ユ
ー
カ
リ
の
葉
に
�

含
有
さ
れ
る
IL
-4
�

産
生
抑
制
活
性
成
�

分
の
解
析
�

ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
の
免
疫
学
的
要
因
と
し
て
，
サ
イ
ト
カ
イ
ン
バ
ラ
ン
ス
が
T
h2

(ヘ
ル
パ
ー
T
細
胞
タ

イ
プ
2)
優
位
に
偏
位
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
．
そ
こ
で
，
T
h2

サ
イ
ト
カ
イ
ン
で
あ
る
イ
ン
タ
ー
ロ

イ
キ
ン
4(
IL
-4
)産

生
抑
制
作
用
物
質
を
植
物
エ
キ
ス
よ
り
探
索
し
た
と
こ
ろ
，
ユ
ー
カ
リ
エ
キ
ス
に
強

い
活
性
を
認
め
た
．
今
回
，
ユ
ー
カ
リ
中
の
活
性
成
分
の
解
明
を
目
的
と
し
て
抽
出
分
画
を
行
っ
た
結

果
，
G
lo
b
ul
o
lに

本
活
性
を
見
出
し
た
の
で
報
告
す
る
．
【
方
法
】
ユ
ー
カ
リ
葉
の
70

%
E
tO
H
抽
出
物

を
E
tO
A
c-
水
で
液
々
分
配
後
，
活
性
の
認
め
ら
れ
た
E
tO
A
c画

分
を
，
シ
リ
カ
ゲ
ル
，
O
D
S
を
用
い
た

カ
ラ
ム
ク
ロ
マ
ト
に
よ
り
分
画
を
行
っ
た
．
得
ら
れ
た
活
性
成
分
は
各
種
機
器
分
析
に
供
し
，
同
定
を

行
っ
た
．
ま
た
，
IL
-4
産
生
抑
制
活
性
は
，
蛋
白
投
原
と
し
て
K
LH

(K
ey
ho

le
 L
im

p
et
 H
em

o
cy
an

in
)

を
用
い
て
感
作
し
た
マ
ウ
ス
の
所
属
リ
ン
パ
節
か
ら
リ
ン
パ
細
胞
懸
濁
液
を
調
製
し
，
in
 v
it
ro
で
K
L
H

に
よ
る
惹
起
を
行
う
と
共
に
各
分
画
物
を
加
え
，
3日

後
に
培
養
液
中
に
放
出
さ
れ
た
IL
-4
を
E
L
IS
A
法

に
よ
り
定
量
し
て
求
め
た
．
【
結
果
・
考
察
】
主
な
活
性
成
分
と
し
て
E
.g
lo
b
u
lu
sの

特
徴
的
セ
ス
キ

テ
ル
ペ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
で
あ
る
G
lo
b
u
lo
lを

単
離
同
定
し
た
．
本
化
合
物
の
活
性
を
上
記
in
 v
it
ro
細
胞

培
養
系
で
検
討
し
た
結
果
，
IC
_＜

50
＞
は
約
1u

g
/m

lで
あ
っ
た
?さ

ら
に
，
in
 v
iv
o
の
抗
ア
レ
ル
ギ
ー

作
用
と
し
て
，
ダ
ニ
抗
原
を
用
い
た
マ
ウ
ス
遅
延
型
過
敏
症
モ
デ
ル
に
お
い
て
耳
介
腫
脹
の
軽
減
作
用

を
検
討
し
た
結
果
，
0.
10

%
濃
度
の
G
lo
b
ul
o
lを

1週
間
塗
布
す
る
こ
と
で
有
意
な
ア
レ
ル
ギ
ー
軽
減
効

果
を
認
め
た
．
�

日
本
薬
学
�

会
 ( 
ht
tp
:�

//
w
w
w
.p
�

ha
rm

.o
r.
�

jp
/ 
) 

01
-b

2
3

人
間
ド
ッ
グ
,郵

�
送
検
診
,ガ

ス
ク
�

ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
�

ィ
ー
,検

査
キ
ッ
�

ト
�

人
間
ド
ッ
グ
,郵

�
送
検
診
�

20
02

／
11

／
1

糖
尿
病
や
が
ん
を
　
�

郵
送
検
診
で
早
期
�

発
見
�

仕
事
が
忙
し
い
人
の
た
め
の
自
宅
で
簡
単
に
で
き
る
郵
送
検
診
が
あ
る
．
 郵

送
検
診
を
一
九
八
六
年
か

ら
開
始
し
た
老
舗
的
存
在
が
，
愛
知
診
断
技
術
財
団
．
肝
炎
，
胃
が
ん
，
大
腸
が
ん
な
ど
，
幅
広
い
メ

ニ
ュ
ー
を
用
意
し
て
い
る
．
 例

え
ば
，
胃
が
ん
検
診
の
場
合
，
申
し
込
み
後
，
郵
送
さ
れ
て
く
る
検
査

キ
ッ
ト
を
使
っ
て
採
血
し
，
そ
れ
を
郵
送
す
れ
ば
い
い
．
や
り
方
は
簡
単
で
，
検
査
結
果
は
一
～
二
週

間
で
届
き
，
同
時
に
看
護
婦
や
医
師
が
電
話
で
生
活
指
導
な
ど
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
実
施
し
て
く
れ

る
．
万
一
，
病
気
が
疑
わ
れ
る
場
合
は
，
そ
の
病
気
の
専
門
医
が
い
る
病
院
の
紹
介
も
頼
め
る
．
 糖

尿
病
に
特
化
し
た
郵
送
検
診
を
行
っ
て
い
る
の
は
，
ミ
ル
ス
生
命
科
学
研
究
所
．
ガ
ス
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ

ィ
ー
と
い
う
機
器
で
尿
を
分
析
．
従
来
型
の
初
期
検
査
で
は
判
断
が
難
し
か
っ
た
糖
尿
病
予
備
軍
を
発

見
で
き
る
．
「
危
険
な
状
態
に
あ
る
か
ど
う
か
」
や
，
「
合
併
症
の
可
能
性
」
な
ど
が
わ
か
り
，
結
果

に
よ
っ
て
は
専
門
医
の
紹
介
も
し
て
く
れ
る
．
  郵

送
検
診
を
実
施
し
て
い
る
主
な
機
関
 ・

愛
知
診
断

技
術
振
興
財
団
　
（
T
E
L
／
U
R
L
）
 0
52

－
93

0－
21

11
 　

h
tt
p
：
／
／
w
w
w
．
ai
ch

is
h
in
d
an

．
o
r

．
jp
／
 ・

ミ
ル
ス
生
命
科
学
研
究
所
 　

（
T
E
L
／
U
R
L
）
07

6－
23

9－
26

88
 　

h
tt
p
：
／
／
w
w
w
7

．
o
cn

．
n
e．

jp
／
～
m
ils
／
 ・

ひ
ま
わ
り
検
診
セ
ン
タ
ー
 　

（
T
E
L
／
U
R
L
）
05

2－
57

1－
08

01
 

　
h
tt
p
：
／
／
w
w
w
．
ke

n
ko

u
．
o
r．

jp
 ・

日
本
ノ
ー
バ
メ
デ
ィ
カ
ル
研
究
所
 　

（
T
E
L
／
U
R
L
）

03
－
33

57
－
36

1１
 　

ht
tp
：
／
／
w
w
w
．
o
ny
x．

d
ti．

ne
．
jp
／
～
no

va
／
 

日
経
ベ
ン
�

チ
ャ
ー
�

01
-b

2
3

山
口
大
学
医
学
�

部
,骨

髄
細
胞
,�

移
植
,肝

硬
変
�

骨
髄
細
胞
,移

植
�

20
03

／
2／

13
山
口
大
、
自
己
骨
�

髄
細
胞
利
用
の
肝
�

臓
再
生
の
臨
床
研
�

究
を
今
年
中
に
も
�

開
始
�

山
口
大
学
医
学
部
消
化
器
病
態
内
科
学
教
授
の
沖
田
極
氏
ら
は
，
肝
硬
変
な
ど
の
患
者
を
対
象
に
，
患

者
の
骨
髄
細
胞
の
移
植
を
計
画
中
だ
．
既
に
，
学
内
の
倫
理
委
員
会
の
承
認
を
獲
得
し
て
い
る
と
い
う
．
�

B
iz
T
ec

h　
�

01
-b

2
5

広
島
大
学
医
学
�

部
,ヒ

ト
間
系
幹
�

細
胞
,移

植
軟
骨
�

細
胞
�

移
植
,軟

骨
細
胞
�

20
03

／
2／

10
広
島
大
、
ヒ
ト
間
�

葉
系
幹
細
胞
を
用
�

い
て
マ
ウ
ス
へ
の
�

軟
骨
の
再
生
・
生
�

着
を
確
認
�

広
島
大
学
医
学
部
保
健
学
科
講
師
弓
削
類
氏
の
グ
ル
ー
プ
は
，
ヒ
ト
間
葉
系
幹
細
胞
を
利
用
し
て
，
マ

ウ
ス
で
の
軟
骨
へ
の
再
生
，
生
着
を
確
認
し
た
．
同
時
に
移
植
軟
骨
細
胞
が
８
週
間
以
上
生
着
す
る
こ

と
も
確
認
し
た
．
�

B
iz
T
ec

h　
�20
00

／
4／

1
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キ
ー
ワ
ー
ド
�情

報
源
�

日
付
�

情
報
タ
イ
ト
ル
�

本
文
�

関
連
情
報
�

E
 ラ

イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
�

01
-d

2
3

C
R
M
ソ
リ
ュ
ー
�

シ
ョ
ン
,ヘ

ル
ス
�

ケ
ア
,S
ie
be

lS
m
�

ar
tW

eb
A
rc
hi
te
�

ct
ur
e,

ヘ
ル
ス
ケ
ア
�

20
02

／
3／

13
米
S
ie
b
el
、
ヘ
ル
�

ス
ケ
ア
向
け
C
R
�

M
ス
イ
ー
ト
 

米
S
ie
b
el
 S
ys
te
m
sは

ヘ
ル
ス
ケ
ア
業
界
向
け
C
R
M
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
米
国
時
間
3月

12
日
に
発
表
し
た
．

同
製
品
は
健
康
保
険
，
従
業
員
の
福
利
厚
生
な
ど
の
部
門
を
含
め
ヘ
ル
ス
ケ
ア
市
場
向
け
に
包
括
的
な
リ
レ
ー
シ

ョ
ン
シ
ッ
プ
管
理
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
す
る
．
同
製
品
は
「
S
ie
b
el
 S
m
ar
t 
W
eb

 A
rc
h
it
ec

tu
re
」
と
呼

ぶ
W
eb

ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ
を
取
り
入
れ
て
お
り
，
ブ
ラ
ウ
ザ
を
ベ
ー
ス
と
し
た
W
eb

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
を
提
供
す

る
．
ヘ
ル
ス
ケ
ア
業
界
に
お
け
る
販
売
，
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
，
サ
ー
ビ
ス
，
そ
の
他
顧
客
に
関
わ
る
事
業
プ
ロ
セ

ス
向
け
の
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
を
提
供
す
る
た
め
，
迅
速
に
配
備
可
能
で
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
の
適
用
率
が
高
く
，

R
O
I（

投
資
収
益
率
）
の
回
復
も
早
い
と
い
う
．
ま
た
、
同
製
品
に
は
「
S
ie
b
el
 A
na

ly
tic

s 
7」

が
付
属
し
て
い

る
．
市
場
シ
ェ
ア
，
ブ
ロ
ー
カ
の
生
産
性
，
W
eb

上
ま
た
は
コ
ー
ル
・
セ
ン
タ
ー
の
サ
ー
ビ
ス
の
問
題
な
ど
を

モ
ニ
タ
ー
し
て
分
析
報
告
す
る
機
能
を
提
供
し
て
い
る
．
同
製
品
は
，
U
n
it
ed

 H
ea

lt
h
ca

re
 S
er
vi
ce

s社
，

B
lu
e
C
ro
ss

 a
n
d
 B
lu
e
S
h
ie
ld
 o
f 
F
lo
ri
d
a
社
，
G
ro
u
p
 H
e
a
lt
h
社
、
B
lu
e
C
ro
ss

 a
n
d
 B
lu
e
S
h
ie
ld
 o
f 

Lo
ui
si
an

a社
，
H
ea

lt
h 
D
ia
lo
g
社
，
H
ea

lt
h 
C
ar
e 
S
er
vi
ce

 C
o
rp
o
ra
ti
o
n 
(H
C
S
C
)な

ど
で
採
用
さ
れ
て
い

る
．
�

03
-a

4
5

IZ
M
研
究
所
,ジ

�
ョ
イ
ン
ト
ラ
ボ
�

,マ
イ
ク
ロ
エ
レ
�

ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
�

,M
E
M
S
,微

小
�

電
気
機
械
,微

小
�

製
造
科
学
�

マ
イ
ク
ロ
エ
レ
�

ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
�

,受
託
研
究
,委

�
託
研
究
�

日
経
メ
カ
�

ニ
カ
ル
　
�

D
es
ig
n 
�

＆
 M

an
u�

fa
ct
ur
in
g

20
03

／
2／

22
東
大
と
独
フ
ラ
ウ
�

ン
ホ
ー
フ
ァ
IZ
M
�

の
ジ
ョ
イ
ン
ト
ラ
�

ボ
実
質
稼
働
へ
�

東
京
大
学
先
端
科
学
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
と
独
フ
ラ
ウ
ン
ホ
ー
フ
ァ
研
究
機
構
の
IZ
M
（
信
頼
性
・
微
細
集
積
研
究
所

）
が
共
同
で
東
京
都
内
に
設
置
す
る
ジ
ョ
イ
ン
ト
ラ
ボ
「
Jo

iL
IT
」
は
，
こ
と
し
の
5，

 6
月
に
本
格
稼
働
す
る
見
通
し

が
明
ら
か
に
な
っ
た
．
IZ
M
研
究
所
（
ベ
ル
リ
ン
市
）
は
，
マ
イ
ク
ロ
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
や
M
E
M
S
（
微
小
電
気
機

械
）
な
ど
の
分
野
で
研
究
開
発
能
力
が
優
れ
て
い
る
と
の
定
評
を
持
つ
．
こ
の
分
野
の
研
究
開
発
の
委
託
研
究
を
企
業

か
ら
引
き
受
け
る
研
究
機
関
で
，
量
産
技
術
近
く
ま
で
仕
上
げ
て
成
果
を
引
き
渡
す
と
説
明
す
る
．
電
気
・
電
子
産
業

の
発
達
し
た
日
本
の
電
機
・
通
信
・
半
導
体
な
ど
の
企
業
か
ら
の
受
託
研
究
を
獲
得
す
る
た
め
に
，
IZ
M
は
東
大
先
端

研
の
微
小
製
造
科
学
分
野
教
授
の
須
賀
唯
知
氏
に
委
託
研
究
な
ど
の
窓
口
業
務
を
依
頼
し
た
．
IZ
M
の
特
徴
は
，
企
業

が
望
む
研
究
開
発
成
果
を
委
託
研
究
計
画
を
立
て
て
請
け
負
う
点
．
企
業
の
技
術
ニ
ー
ズ
を
聞
き
，
成
果
目
標
を
明
記

し
た
委
託
研
究
契
約
を
交
わ
し
，
契
約
期
間
内
に
成
果
を
上
げ
る
よ
う
に
す
る
，
企
業
と
の
共
同
研
究
で
は
な
い
た
め

，
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
で
あ
る
企
業
は
研
究
開
発
の
現
場
に
は
原
則
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
．
欧
州
で
研
究
開
発
の
ア
ウ
ト

ソ
ー
シ
ン
グ
で
収
益
を
上
げ
て
い
る
数
少
な
い
機
関
の
一
つ
で
あ
る
．
IZ
M
な
ど
の
フ
ラ
ウ
ン
ホ
ー
フ
ァ
研
究
機
構
は

独
の
大
学
な
ど
と
う
ま
く
連
携
し
，
「
研
究
開
発
成
果
は
高
い
が
，
委
託
費
は
人
件
費
相
当
分
と
安
く
す
る
仕
掛
け
を

持
っ
て
い
る
」
と
説
明
す
る
．
東
大
先
端
研
の
須
賀
教
授
は
，
IZ
M
か
ら
「
研
究
開
発
の
委
託
研
究
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学

び
た
い
」
と
い
う
．
�

03
-a

4
3

T
LO

,ベ
ン
チ
ャ
�

ー
企
業
,早

稲
田
�

大
学
�

技
術
移
転
,ベ

ン
�

チ
ャ
ー
�

B
iz
T
ec

h
20

03
／
2／

22
早
大
発
ベ
ン
チ
ャ
�

ー
企
業
数
51

社
に
�
承
認
T
LO

（
技
術
移
転
機
関
）
の
早
稲
田
大
学
研
究
推
進
部
産
官
学
研
究
推
進
セ
ン
タ
ー
は
，
早
大
か
ら
生
ま
れ

た
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
数
が
51

社
に
達
す
る
と
の
見
通
し
を
明
ら
か
に
し
た
．
こ
の
結
果
，
大
学
発
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
の
総
数
が
日
本
の
大
学
で
一
番
多
い
と
推
定
さ
れ
る
．
�

01
-e

3
3

F
D
A
,医

薬
品
,�

投
薬
ミ
ス
,バ

ー
�

コ
ー
ド
�

医
薬
品
�

B
iz
B
o
ar
d

20
03

／
3／

20
病
院
の
投
薬
を
バ
�

ー
コ
ー
ド
化
、
�

医
療
ミ
ス
防
止
の
�

た
め
--
-F
D
A

Ｆ
Ｄ
Ａ
（
米
食
品
医
薬
品
局
）
は
，
こ
の
ほ
ど
投
薬
ミ
ス
を
防
止
す
る
た
め
に
，
病
院
が
患
者
に
出
す
薬
に
関
す

る
す
べ
て
の
情
報
を
，
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
商
品
に
あ
る
よ
う
な
バ
ー
コ
ー
ド
に
し
て
管
理
す
る
，
と
の
方

針
を
発
表
し
た
．
こ
れ
に
よ
っ
て
，
病
院
や
製
薬
会
社
な
ど
関
係
機
関
は
，
今
後
す
べ
て
の
医
薬
品
や
，
医
師
の

処
方
の
内
容
を
バ
ー
コ
ー
ド
化
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
．
た
だ
し
，
こ
の
発
表
が
あ
っ
て
か

ら
９
０
日
の
間
，
薬
の
バ
ー
コ
ー
ド
化
の
是
非
に
つ
い
て
，
一
般
か
ら
意
見
，
提
言
を
受
付
け
，
そ
れ
を
待
っ
て

か
ら
，
最
終
決
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
．
�

03
-a

4
3

T
LO

,技
術
移
転
�

,特
許
,テ

ク
ノ
�

マ
ー
ト
�

技
術
移
転
,特

許
�

流
通
�

�

B
iz
T
ec

h
20

03
／
2／

26
日
本
立
地
セ
・
4�

大
学
が
技
術
移
転
�

交
流
会
開
催
�

東
京
都
千
代
田
区
に
あ
る
承
認
T
LO

（
技
術
移
転
機
関
）
を
持
つ
私
立
大
学
3校

を
中
心
と
し
た
大
学
な
ど
は
，
8

月
30

日
に
平
成
14

年
度
研
究
開
発
交
流
会
を
開
催
し
た
．
承
認
T
L
O
を
学
内
組
織
と
し
て
持
つ
明
治
大
学
，
日

本
大
学
，
東
京
電
機
大
学
の
3校

に
，
中
央
大
学
を
加
え
た
私
立
大
学
4校

と
経
済
産
業
省
傘
下
の
中
小
企
業
総

合
事
業
団
が
主
催
し
た
．
�

02
-b

2
3

ウ
ッ
ド
セ
ラ
ミ
�

ッ
ク
ス
，
融
雪
�

,タ
イ
ル
,ヒ

ー
�

タ
ー
�

建
設
,建

築
,電

�
気
,住

宅
�

�

ウ
ッ
ド
セ
ラ
ミ
ッ
�

ク
ス
を
用
い
た
住
�

宅
用
融
雪
シ
ス
テ
�

ム
�

住
宅
用
融
雪
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
ウ
ッ
ド
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
粉
体
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
上
部
に
混
入
さ
せ
た
融
雪
タ
イ

ル
（
30

×
30

×
3c

m
）
を
用
い
た
融
雪
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
タ
イ
ル
の
下
部
を
面
状
ヒ
ー

タ
ー
で
加
熱
す
る
こ
と
に
よ
り
、
融
雪
と
同
時
に
多
孔
質
ウ
ッ
ド
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
の
持
つ
遠
赤
外
線
放
射
効
果
と

水
保
持
機
能
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
融
雪
効
果
を
従
来
の
タ
イ
ル
と
比
べ
て
格
段
に
高
め
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の

シ
ス
テ
ム
は
、
国
土
交
通
省
　
東
北
地
方
整
備
局
　
東
北
技
術
事
業
所
が
「
廃
棄
物
を
利
用
し
た
遠
赤
外
線
素
子

材
に
よ
る
融
雪
技
術
開
発
」
の
事
業
の
中
で
検
討
し
て
お
り
、
平
成
16

年
度
は
試
験
施
工
、
平
成
17

年
度
は
実

用
化
検
討
を
行
う
予
定
で
あ
る
。
�

03
-a

4
3

T
LO

,技
術
移
転
�

,中
小
企
業
総
合
�

事
業
団
,研

究
開
�

発
�

技
術
移
転
,特

許
�

流
通
�

B
iz
T
ec

h
20

02
／
9／

4
千
代
田
区
4私

立
�

大
学
主
催
の
技
術
�

交
流
会
開
催
さ
れ
�

る
。
�

三
菱
重
工
業
は
、
F
eR

A
M
や
3次

元
配
線
技
術
を
使
う
L
S
Iに

利
用
で
き
る
、
低
温
処
理
で
高
ス
ル
ー
プ
ッ
ト
の

プ
ラ
ズ
マ
C
V
D
装
置
を
開
発
し
た
。
C
V
D
市
場
で
は
他
社
が
圧
倒
的
な
強
さ
を
見
せ
る
が
、
同
社
は
比
較
的
特

殊
な
低
温
処
理
技
術
を
使
う
市
場
に
絞
っ
て
参
入
し
た
。
低
温
処
理
の
C
V
D
は
材
料
に
与
え
る
損
傷
が
少
な
い
た

め
、
B
S
T
や
P
Z
T
の
よ
う
な
強
誘
電
体
材
料
を
使
う
プ
ロ
セ
ス
や
、
成
膜
回
数
が
多
く
な
る
3次

元
配
線
を
使
う

プ
ロ
セ
ス
に
有
効
で
あ
る
。
ま
た
、
N
F
3の

発
生
量
を
抑
え
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
時
間
そ
の
も
の
を
短
縮
し
、
チ
ャ

ン
バ
内
に
堆
積
し
パ
ー
テ
ィ
ク
ル
の
原
因
と
な
る
N
F
3の

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
間
隔
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
た
た
め
、

20
0m

m
ウ
エ
ハ
で
は
15

枚
／
時
、
30

0m
m
ウ
エ
ハ
で
は
9枚

／
時
の
高
ス
ル
ー
プ
ッ
ト
を
達
成
し
て
い
る
。
さ

ら
に
、
不
良
の
原
因
と
な
る
チ
ャ
ン
バ
内
に
発
生
す
る
H
2の

量
を
少
な
く
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
20

0m
m
ウ
エ

ハ
に
お
け
る
膜
厚
の
バ
ラ
つ
き
は
、
ウ
エ
ハ
内
、
ウ
エ
ハ
間
ど
ち
ら
も
平
均
値
の
最
大
±
5％

と
な
っ
て
い
る
。
�

B
iz
T
ec

h

�

�
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第４章　先端技術情報例

★
�

▲
�

▲
�

△
�

△
�

●
�

○
�

◎
�

■
�

◆
�

分
類
記
号
�丁

目
�

普
及
予
測
�技

術
キ
ー
ワ
ー
ド
�市

場
キ
ー
ワ
ー
ド
�情

報
源
�

日
付
�

情
報
タ
イ
ト
ル
�

本
文
�

関
連
情
報
�

E
 ラ

イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
�

03
-d

2
3

情
報
処
理
,ワ

ー
�

プ
ロ
,表

計
算
,�

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
,�

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
�

シ
ョ
ン
,メ

ー
ル
�

,ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
�

情
報
ア
ド
バ
イ
�

ザ
ー
,ホ

ー
ム
�

ペ
ー
ジ
,コ

ン
�

ピ
ュ
ー
タ
口
座
�

20
03

／
3／

00
札
幌
平
岡
高
等
学
�

校
の
情
報
授
業
 

札
幌
市
の
郊
外
に
あ
る
札
幌
平
岡
高
等
学
校
は
ク
ラ
ス
数
30

と
い
う
大
規
模
な
普
通
科
高
等
学
校
で
あ
る
．
20

03
年
か

ら
導
入
さ
れ
る
必
修
科
目
の
「
情
報
」
の
授
業
内
容
を
一
足
先
に
，
こ
の
春
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
．
卒
業
後
に
す
ぐ
に

役
立
つ
こ
と
を
目
標
に
，
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ
た
授
業
が
行
わ
れ
た
．
3年

生
は
，
「
情
報
処
理
」
の
授
業
の
な
か

で
ワ
ー
プ
ロ
，
表
計
算
，
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
，
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
，
メ
ー
ル
，
等
，
多
岐
に
わ
た
っ
た
内
容
を
学
習

し
た
．
学
習
期
間
は
1年

間
で
あ
る
．
今
年
度
か
ら
は
，
2年

生
の
文
系
コ
ー
ス
か
ら
「
情
報
処
理
」
を
取
り
入
れ
る
こ

と
に
し
た
．
 コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
の
授
業
は
分
か
ら
な
い
生
徒
を
出
さ
な
い
た
め
に
も
，
個
別
対
応
が
必
要
と
な
る
．
授
業

は
2人

の
先
生
で
担
当
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
．
ま
た
，
半
年
単
位
で
は
あ
る
が
，
情
報
処
理
技
術
者
な
ど
の
資
格
を

持
っ
た
「
情
報
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
を
採
用
し
，
授
業
の
補
助
を
し
て
も
ら
っ
て
い
る
．
現
在
、
情
報
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は

3年
生
の
授
業
補
助
を
担
当
し
て
い
る
．
「
N
et
g
ro
up

 C
o
nt
ac

t」
を
利
用
し
て
電
子
メ
ー
ル
の
授
業
を
行
っ
て
い
る

．
生
徒
か
ら
は
最
も
人
気
の
あ
る
授
業
と
な
っ
て
い
る
．
来
年
度
に
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
で
き
る
環
境
が
整
備

さ
れ
る
予
定
で
る
の
で
，
先
生
方
は
，
今
後
他
校
や
地
域
の
人
た
ち
と
も
連
携
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
考
え
て
い
る

．
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
す
る
場
合
も
，
地
域
や
中
学
校
と
う
ま
く
連
携
を
取
っ
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
あ
る
．
既

に
同
校
を
会
場
と
し
て
，
中
学
生
，
高
校
生
，
一
般
の
人
が
協
力
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
の
講
座
や
地
域
に
開
か
れ

た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
講
座
が
計
画
さ
れ
て
い
る
．
�

04
-a

2
3

日
本
光
電
,医

療
�

機
関
向
け
マ
ス
�

ク
,花

粉
症
,フ

�
ィ
ル
タ
ー
,呼

�
吸
性
能
�

医
療
機
関
向
け
�

マ
ス
ク
,感

染
�

予
防
�

B
iz
T
ec

h
20

03
／
1／

20
日
本
光
電
、
医
療
�

用
マ
ス
ク
を
花
粉
�

症
に
悩
む
一
般
の
�

人
向
け
に
期
間
限
�

定
販
売
�

日
本
光
電
は
，
米
国
K
im

b
e
rl
y-
C
la
rk
社
製
造
の
医
療
機
関
向
け
マ
ス
ク
「
S
o
-S
o
ft
＝
ソ
ー
・
ソ
フ
ト
」
「

C
ar
e 
B
ea

r（
ケ
ア
・
ベ
ア
ー
）
」
「
P
F
R
95

」
の
３
種
類
を
，
花
粉
症
に
悩
む
一
般
の
人
向
け
に
も
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
通
じ
て
販
売
し
て
い
る
．
花
粉
の
大
き
さ
は
だ
い
た
い
30

～
50

μ
m
だ
が
，
「
S
o
-S
o
ft
」
と
「
C
ar
e 

B
ea

r」
は
１
μ
m
以
上
の
微
粒
子
を
95

％
以
上
カ
ッ
ト
で
き
，
３
層
構
造
の
フ
ィ
ル
タ
ー
を
採
用
し
て
い
る
「

P
F
R
95

」
は
，
0.
1μ

m
以
上
の
微
粒
子
を
95

％
以
上
カ
ッ
ト
で
き
る
の
が
最
大
の
特
徴
．
毎
年
１
月
か
ら
４
月

ま
で
，
同
社
の
サ
イ
ト
＝
お
医
者
さ
ん
も
使
う
マ
ス
ク
屋
さ
ん
で
販
売
し
て
い
る
．
「
S
o
-S
o
ft
」
は
，
マ
ス
ク

の
素
材
に
染
色
剤
を
一
切
使
用
し
て
お
ら
ず
，
顔
面
が
接
触
す
る
内
面
が
サ
テ
ン
仕
上
げ
で
機
械
的
刺
激
が
少
な

く
，
肌
が
敏
感
な
人
で
も
使
い
や
す
い
と
い
う
．
「
C
ar
e 
B
ea

r」
は
マ
ス
ク
の
外
面
に
ク
マ
の
プ
リ
ン
ト
が
な

さ
れ
て
お
り
，
幼
児
を
相
手
に
す
る
職
業
の
人
向
け
．
「
P
F
R
95

」
は
結
核
菌
感
染
予
防
の
た
め
に
開
発
さ
れ

た
マ
ス
ク
で
，
フ
ィ
ル
タ
ー
性
能
と
呼
吸
性
能
を
両
立
さ
せ
た
高
性
能
マ
ス
ク
．
顔
面
へ
の
密
着
度
が
高
く
，
マ

ス
ク
の
周
囲
か
ら
空
気
や
花
粉
が
入
る
の
を
防
げ
る
．
  

03
-d

3,
4

5
視
覚
運
動
変
換
�

,脳
機
能
非
侵
�

襲
計
測
法
�

内
部
モ
デ
ル
の
�

存
在
,小

脳
�

教
育
産
業
�

科
学
技
術
�

振
興
事
業
�

団
�

科
学
技
術
振
興
事
�

業
団
　
創
造
科
学
�

技
術
推
進
事
業
�

視
覚
運
動
変
換
に
関
す
る
様
々
の
計
算
理
論
や
モ
デ
ル
を
挙
げ
，
そ
れ
を
検
証
す
る
た
め
の
心
理
行
動
実
験
，

fM
R
Iな

ど
の
脳
機
能
非
侵
襲
計
測
法
を
有
機
的
に
組
み
合
わ
せ
て
研
究
を
進
め
た
。
小
脳
の
新
し
い
部
分
の
計

算
原
理
と
し
て
は
外
界
の
(道

具
，
視
覚
刺
激
，
刺
激
の
時
間
関
係
，
他
人
の
心
，
脳
の
他
の
部
位
)内

部
モ
デ
ル

の
学
習
に
よ
る
獲
得
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
内
部
モ
デ
ル
の
存
在
，
活
動
お
よ
び
，
小
脳
大
脳
の
機
能
的
結
合
に

つ
い
て
研
究
を
進
め
た
。
学
習
を
し
た
後
，
大
脳
領
域
と
小
脳
外
側
部
に
機
能
的
な
結
合
性
が
増
加
し
た
。
小
脳

は
内
部
モ
デ
ル
を
獲
得
す
る
こ
と
で
，
運
動
制
御
に
限
ら
ず
，
言
語
や
思
考
を
始
め
と
す
る
高
次
脳
機
能
に
お
い

て
も
，
速
く
正
確
な
情
報
処
理
を
可
能
に
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
道
具
の
使
い
方
の
学
習
は
，
試
行
錯
誤
の

練
習
が
必
要
と
い
う
感
覚
運
動
学
習
の
側
面
と
，
言
語
や
思
考
に
共
通
す
る
抽
象
的
な
ル
ー
ル
の
学
習
と
い
う
側

面
を
含
ん
で
お
り
，
系
統
発
生
的
に
み
れ
ば
，
小
脳
は
身
体
運
動
を
速
く
滑
ら
か
に
行
う
た
め
の
神
経
機
構
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
  

06
-a

4
3

雇
用
創
出
,カ

ル
�

テ
の
電
子
化
�

保
育
,介

護
サ
ー
�

ビ
ス
,ケ

ア
ハ
ウ
�

ス
,医

療
,省

エ
�

ネ
・
新
エ
ネ
�

�

首
相
官
邸
�

サ
イ
ト
内
�

産
業
構
造
�

改
革
・
雇
�

用
対
策
�

本
部
　
�

20
03

／
3／

20
雇
用
の
受
け
皿
整
�

備
   

新
市
場
・
新
産
業
の
育
成
に
よ
る
雇
用
創
出
～
 新

市
場
の
創
出
医
療
福
祉
，
環
境
な
ど
の
分
野
は
，
我
が
国
の

新
し
い
市
場
創
出
の
鍵
を
握
る
．
競
争
的
・
効
率
的
な
医
療
福
祉
シ
ス
テ
ム
や
，
環
境
共
生
型
の
経
済
社
会
の
構

築
な
ど
に
取
り
組
み
，
こ
れ
ら
の
分
野
の
市
場
を
拡
大
す
る
と
と
も
に
，
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
等
，
国
民

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
．
1．

保
育
分
野
：
待
機
児
童
ゼ
ロ
作
戦
等
の
推
進
2．

介
護
分
野
：
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
供

給
体
制
の
充
実
・
株
式
会
社
に
よ
る
ケ
ア
ハ
ウ
ス
等
の
経
営
を
解
禁
し
，
Ｐ
Ｆ
Ｉ
を
活
用
し
た
公
設
民
営
型
に
よ

る
整
備
を
促
進
す
る
．
（
１
３
年
度
に
制
度
見
直
し
．
１
４
年
度
要
求
）
3．

医
療
分
野
：
医
療
ｼｽ
ﾃﾑ
改
革
と
医

療
市
場
の
創
出
・
カ
ル
テ
の
電
子
化
等
医
療
の
IT
化
を
推
進
す
る
。
（
14

年
度
要
求
）
４
．
環
境
分
野
：
循
環
型

社
会
の
形
成
，
省
エ
ネ
・
新
エ
ネ
関
連
産
業
の
拡
大
�

06
-a

4
5

産
業
集
積
,産

業
�

ク
ラ
ス
タ
ー
,S
�

B
IR
,ス

ト
ッ
ク
�

オ
プ
シ
ョ
ン
制
�

度
�

IT
首
相
官
邸
�

サ
イ
ト
内
�

産
業
構
造
�

改
革
・
雇
�

用
対
策
�

本
部
　
�

20
03

／
3／

20
開
業
創
業
倍
増
プ
�

ロ
グ
ラ
ム
�

開
業
・
創
業
を
５
年
で
倍
増
し
（
現
在
１
８
万
社
／
年
）
，
市
場
創
造
の
源
と
な
る
よ
う
，
資
金
面
，
人
材
面
等
の
環

境
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
，
中
小
企
業
の
経
営
革
新
を
強
力
に
支
援
す
る
．
ま
た
，
地
域
再
生
産
業
集
積
（
産
業
ク

ラ
ス
タ
ー
）
計
画
を
推
進
し
，
世
界
に
通
用
す
る
新
事
業
が
展
開
さ
れ
る
産
業
集
積
を
形
成
す
る
．
１
．
開
業
創
業
、

経
営
革
新
促
進
の
た
め
の
環
境
整
備
・
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
制
度
に
つ
い
て
，
商
法
上
の
対
象
者
の
拡
大
や
決
議
事

項
の
簡
素
化
等
を
行
う
．
（
臨
時
国
会
に
商
法
改
正
法
案
を
提
出
予
定
）
ま
た
、
企
業
の
円
滑
な
人
材
確
保
等
の
観
点

を
勘
案
し
つ
つ
、
商
法
上
の
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
制
度
の
見
直
し
を
踏
ま
え
た
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
関
連
規
定
の

整
理
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る
．
（
１
３
年
度
中
）
・
創
業
・
経
営
革
新
に
係
る
資
金
調
達
面
・
ヒ
ト
づ
く
り
面
で
の

支
援
を
推
進
・
充
実
す
る
．
（
｣６

．
に
後
掲
）
・
創
業
や
中
小
企
業
の
経
営
革
新
の
た
め
の
地
域
技
術
の
事
業
化
支

援
，
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
経
営
革
新
支
援
の
拡
充
を
行
う
．
（
１
４
年
度
要
求
）
・
中
小
企
業
の
私
募
債
に
よ
る
資
金
調

達
支
援
を
推
進
す
る
．
（
１
３
年
度
中
に
対
応
）
・
国
等
に
よ
る
所
定
の
研
究
開
発
予
算
に
つ
い
て
，
中
小
企
業
者
へ

の
支
出
の
目
標
額
を
決
定
し
，
併
せ
て
そ
の
事
業
化
を
支
援
す
る
制
度
（
Ｓ
Ｂ
Ｉ
Ｒ
）
の
拡
充
を
行
う
．
（
１
４
年
度

要
求
）
２
．
地
域
再
生
産
業
集
積
（
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
）
計
画
の
推
進
・
「
地
域
再
生
産
業
集
積
（
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー

）
計
画
」
と
し
て
，
産
学
官
の
広
域
的
な
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
と
と
も
に
，
産
学
官
連
携
に
よ
る
実
用
化

技
術
開
発
等
の
施
策
を
効
果
的
に
投
入
す
る
こ
と
に
よ
り
，
地
域
経
済
を
支
え
，
世
界
に
通
用
す
る
新
事
業
が
次
々
と

展
開
さ
れ
る
産
業
集
積
を
形
成
す
る
．
（
補
正
予
算
要
求
検
討
中
・
１
４
年
度
要
求
）
�

N
E
C
 �

S
o
lu
tio

n

�
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分
類
記
号
�丁

目
�

普
及
予
測
�技

術
キ
ー
ワ
ー
ド
�市

場
キ
ー
ワ
ー
ド
�情

報
源
�

日
付
�

情
報
タ
イ
ト
ル
�

本
文
�

関
連
情
報
�

E
 ラ

イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
�

06
-a

4
5

大
学
発
ベ
ン
チ
�

ャ
ー
,国

有
特
許
,�

特
許
法
,商

標
法
,�

弁
理
士
法
�

ベ
ン
チ
ャ
ー
�

20
03

／
3／

20
技
術
革
新
に
よ
る
�

新
事
業
の
創
出
 

世
界
最
高
水
準
の
大
学
づ
く
り
に
向
け
て
大
学
に
競
争
原
理
を
導
入
し
，
そ
の
基
盤
を
強
化
す
る
．
ま

た
，
基
礎
研
究
力
を
保
有
す
る
大
学
と
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
群
と
の
近
接
性
を
高
め
る
こ
と
に
よ
り
，
大

学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
創
出
を
加
速
す
る
（
３
年
で
１
，
０
０
０
社
）
と
と
も
に
，
地
域
の
特
性
を
活
か

し
つ
つ
，
地
域
科
学
技
術
振
興
を
推
進
す
る
．
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
育
成
や
創
業
人
材
の
育
成
等
を

行
う
と
と
も
に
，
新
産
業
創
出
に
向
け
た
産
学
官
の
実
用
化
共
同
研
究
支
援
等
に
取
り
組
む
．
（
１
４

年
度
要
求
）
・
大
学
の
学
科
の
新
設
・
改
廃
等
の
認
可
制
の
見
直
し
に
つ
い
て
，
平
成
１
３
年
度
中
に

結
論
を
得
て
，
平
成
１
４
年
度
か
ら
実
施
す
る
．
（
１
３
年
度
中
に
結
論
、
１
４
年
度
か
ら
実
施
）
ま

た
，
学
部
の
新
設
改
廃
等
の
認
可
制
の
弾
力
化
に
つ
い
て
も
，
平
成
１
３
年
度
中
に
検
討
す
る
．
（
１

３
年
度
中
に
検
討
）
・
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
国
立
大
学
施
設
使
用
や
，
国
立
大
学
教
官
の
非
役
員
兼

業
に
関
し
て
，
そ
の
基
準
の
明
確
化
を
含
め
た
規
制
緩
和
に
つ
い
て
平
成
１
３
年
度
中
に
結
論
を
得
る

．
（
１
３
年
度
中
に
結
論
）
ま
た
，
国
有
特
許
に
関
す
る
発
明
補
償
金
の
上
限
の
撤
廃
に
つ
い
て
，
平

成
１
３
年
度
中
に
結
論
を
得
た
上
で
，
平
成
１
４
年
度
か
ら
実
施
す
る
．
（
１
３
年
度
中
に
結
論
，
１

４
年
度
か
ら
実
施
）
・
世
界
最
高
水
準
の
大
学
づ
く
り
の
た
め
，
国
公
私
「
ト
ッ
プ
３
０
」
の
大
学
へ

の
重
点
投
資
を
行
う
．
（
１
４
年
度
要
求
）
・
特
許
法
，
商
標
法
及
び
弁
理
士
法
の
改
正
を
行
う
．
（

次
期
通
常
国
会
に
改
正
法
案
を
提
出
予
定
）
�

06
-a

4
5

ラ
イ
フ
サ
イ
エ
�

ン
ス
,情

報
通
信
�

,環
境
,ナ

ノ
テ
�

ク
ノ
ロ
ジ
－
,�

材
料
�

ラ
イ
フ
サ
イ
エ
�

ン
ス
,情

報
通
信
�

,環
境
,材

料
�

首
相
官
邸
�

サ
イ
ト
内
�

産
業
構
造
�

改
革
・
雇
�

用
対
策
�

本
部
　
�

20
03

／
3／

20
産
業
競
争
力
の
強
�

化
�

我
が
国
の
中
長
期
的
な
発
展
の
礎
と
な
る
産
業
競
争
力
の
強
化
の
た
め
，
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
等
４
分

野
へ
の
研
究
開
発
投
資
の
重
点
化
や
民
間
研
究
開
発
を
支
援
す
る
．
ま
た
，
企
業
経
営
の
機
動
性
を
高

め
る
と
と
も
に
，
企
業
活
動
の
円
滑
化
及
び
商
業
の
活
性
化
の
た
め
の
制
度
を
整
備
し
，
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
企
業
を
支
援
す
る
．
・
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
，
情
報
通
信
，
環
境
，
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
・
材
料

の
４
分
野
に
重
点
的
に
投
資
を
行
う
。
（
１
４
年
度
要
求
）
･研

究
の
選
択
の
幅
と
自
由
度
を
拡
大
し
，

競
争
的
な
研
究
開
発
を
促
進
す
る
た
め
，
研
究
開
発
に
係
る
競
争
的
資
金
を
拡
充
す
る
．
（
１
４
年
度

要
求
）
･連

結
納
税
制
度
の
導
入
に
向
け
た
検
討
を
進
め
る
。
･会

社
の
機
関
・
株
式
・
開
示
等
に
関
す

る
商
法
の
抜
本
的
見
直
し
を
行
う
．
（
次
期
通
常
国
会
に
商
法
改
正
案
を
提
出
予
定
）
・
迅
速
か
つ
円

滑
な
事
業
再
建
の
た
め
，
会
社
更
生
法
の
改
正
を
行
う
．
（
１
４
年
中
に
対
応
）
・
主
要
な
国
際
港
湾

等
に
お
い
て
，
２
４
時
間
フ
ル
オ
ー
プ
ン
化
等
を
進
め
る
．
（
逐
次
実
施
）
・
中
心
市
街
地
の
商
業
の

活
性
化
を
図
る
．
（
１
４
年
度
要
求
）
  

06
-a

3
3

職
業
訓
練
,し

ご
�

と
情
報
ネ
ッ
ト
�

,地
域
産
業
雇
用
�

対
策
プ
ロ
グ
ラ
�

ム
�

職
業
訓
練
,職

業
�

紹
介
�

�

首
相
官
邸
�

サ
イ
ト
内
�

産
業
構
造
�

改
革
・
雇
�

用
対
策
�

本
部
　
�

20
03

／
3／

20
雇
用
の
ミ
ス
マ
ッ
�

チ
解
消
  

雇
用
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
解
消
さ
せ
る
た
め
，
官
民
連
携
し
た
求
人
情
報
の
提
供
，
職
業
紹
介
と
職
業
訓

練
の
連
携
に
よ
る
早
期
再
就
職
の
促
進
等
に
努
め
る
．
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
官
民
の
求
人
情

報
を
一
覧
検
索
で
き
る
「
し
ご
と
情
報
ネ
ッ
ト
」
の
運
用
を
本
年
８
月
８
日
か
ら
開
始
し
た
と
こ
ろ
で

あ
り
，
約
２
，
８
０
０
の
民
間
職
業
紹
介
機
関
等
及
び
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
の
情
報
を
提
供
し
て
い
る

が
，
今
後
，
民
間
の
加
入
促
進
を
は
じ
め
，
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
の
全
国
化

，
ア
ク
セ
ス
手
段
の
多
様
化
な
ど
に
よ
り
，
そ
の
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
に
努
め
る
．
（
補
正
予
算
要
求
検

討
中
・
１
４
年
度
要
求
）
・
民
間
職
業
紹
介
事
業
所
と
の
連
携
に
よ
る
再
就
職
の
促
進
を
図
る
と
と
も

に
，
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
お
け
る
情
報
提
供
・
相
談
機
能
の
強
化
，
サ
ー
ビ
ス
提
供
時
間
の
延
長
を
推
進

す
る
．
（
補
正
予
算
要
求
検
討
中
・
１
４
年
度
要
求
）
・
職
業
安
定
機
関
に
お
け
る
訓
練
コ
ー
ス
情
報

の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
提
供
等
求
職
か
ら
相
談
，
訓
練
受
講
，
職
業
紹
介
，
就
職
に
至
る
ま
で
の
一
貫
し
た

支
援
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
図
る
．
（
補
正
予
算
要
求
検
討
中
・
１
４
年
度
要
求
）
・
本
年
８
月
２
８
日

に
策
定
し
た
「
地
域
産
業
・
雇
用
対
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
つ
い
て
，
都
道
府
県
労
働
局
と
経
済
産
業
局

が
連
携
し
て
，
逐
次
実
施
す
る
．
（
逐
次
実
施
）
（
｣１

．
に
後
掲
）
�

06
-a

3
3

キ
ャ
リ
ア
形
成
�

支
援
，
キ
ャ
リ
�

ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
�

ー
,

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
�

ン
セ
ラ
ー
,教

育
�

訓
練
�

首
相
官
邸
�

サ
イ
ト
内
�

産
業
構
造
�

改
革
・
雇
�

用
対
策
�

本
部
　
�

20
03

／
3／

20
能
力
開
発
推
進
の
�

た
め
の
シ
ス
テ
ム
�

整
備
�

求
人
・
求
職
者
間
に
お
け
る
能
力
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
解
消
す
る
た
め
，
企
業
主
導
の
能
力
開
発
に
加
え

，
個
人
が
主
体
的
に
能
力
開
発
を
行
う
こ
と
に
よ
り
，
柔
軟
で
質
の
高
い
技
術
と
能
力
を
有
す
る
労
働

者
を
育
成
す
る
．
・
「
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
コ
ー
ナ
ー
」
（
各
都
道
府
県
）
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
に
，

キ
ャ
リ
ア
・
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
配
置
す
る
と
と
も
に
，
中
高
年
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
離
職
者
を
主
な
対
象

と
し
て
今
後
５
年
間
で
５
万
人
程
度
の
キ
ャ
リ
ア
・
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
養
成
を
目
指
す
な
ど
，
官
民
を

含
め
た
キ
ャ
リ
ア
相
談
機
能
の
強
化
並
び
に
新
規
雇
用
の
創
出
を
推
進
す
る
．
（
補
正
予
算
要
求
検
討

中
）
・
大
学
，
大
学
院
等
に
お
け
る
高
度
な
社
会
人
向
け
教
育
訓
練
コ
ー
ス
の
指
定
拡
大
を
図
る
な
ど

，
教
育
訓
練
給
付
の
重
点
的
・
機
動
的
な
講
座
指
定
に
よ
り
，
そ
の
効
果
的
な
活
用
の
促
進
を
図
る
．

（
９
月
末
ま
で
に
実
施
）
�

首
相
官
邸
�

サ
イ
ト
内
�

産
業
構
造
�

改
革
・
雇
�

用
対
策
�

本
部
　
�
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目
�

普
及
予
測
�技

術
キ
ー
ワ
ー
ド
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キ
ー
ワ
ー
ド
�情

報
源
�

日
付
�

情
報
タ
イ
ト
ル
�

本
文
�

関
連
情
報
�

E
 ラ

イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
�

06
-a

3
3

職
業
訓
練
,教

育
�

訓
練
,能

力
開
発
,�

IT
化
,

ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
�

ー
ル
�

20
03

／
3／

20
民
間
活
力
を
活
か
�

し
た
能
力
開
発
機
�

会
の
確
保
・
創
出
 

１
．
職
業
訓
練
校
等
の
公
共
職
業
訓
練
と
と
も
に
，
民
間
教
育
訓
練
機
関
を
十
分
に
活
用
し
て
委
託
訓
練
を
進
め

，
多
様
な
能
力
開
発
機
会
を
確
保
・
創
出
す
る
．
（
各
々
，
補
正
予
算
要
求
検
討
中
・
14
年
度
要
求
）
・
民
間
教

育
訓
練
機
関
や
大
学
・
大
学
院
，
事
業
主
，
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
始
め
，
あ
ら
ゆ
る
教
育
訓
練
資
源
の
最
大
限
の
活
用
等
を

通
じ
て
，
中
高
年
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
離
職
者
等
に
対
し
，
雇
用
に
結
び
つ
く
効
果
的
な
職
業
能
力
開
発
を
推
進
す

る
．
・
離
職
者
に
つ
い
て
，
Ｉ
Ｔ
化
に
対
応
し
た
能
力
開
発
の
拡
充
を
図
る
．
・
公
共
職
業
能
力
開
発
施
設
の
機

動
的
運
営
の
強
化
を
図
る
．
（
夜
間
・
土
日
・
随
時
開
講
の
推
進
等
）
・
起
業
や
新
分
野
展
開
を
支
援
す
る
た
め

の
人
材
養
成
及
び
人
材
に
関
す
る
相
談
援
助
を
実
施
す
る
．
・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
一
層
の
活
用
を
図
る
と
と

も
に
、
学
卒
未
就
職
者
等
の
若
年
者
の
試
行
就
業
支
援
を
通
じ
た
実
践
的
な
能
力
付
与
を
図
る
．
２
．
大
学
・
大

学
院
等
を
活
用
し
た
高
度
な
人
材
の
育
成
す
る
．
・
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
等
の
実
践
的
な
専
門
大
学
院
の
整
備
の

推
進
，
大
学
・
大
学
院
、
専
修
学
校
等
に
お
け
る
社
会
人
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
教
育
の
抜
本
的
拡
充
等
に
よ
り
，
今

後
５
年
間
で
，
社
会
人
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
１
０
０
万
人
計
画
を
推
進
す
る
．
（
１
４
年
度
要
求
）
・
雇
用
状
況
の

悪
化
等
を
勘
案
し
，
教
育
を
受
け
る
意
欲
と
能
力
が
あ
る
者
に
対
す
る
奨
学
金
の
拡
充
を
図
る
．
（
補
正
予
算
要

求
検
討
中
・
１
４
年
度
要
求
）
・
大
学
の
教
員
施
設
，
最
先
端
の
研
究
成
果
等
を
活
用
し
，
我
が
国
の
将
来
有
為

の
科
学
技
術
人
材
を
育
成
す
る
た
め
，
「
科
学
技
術
・
理
科
大
好
き
プ
ラ
ン
」
を
推
進
す
る
．
（
１
４
年
度
要
求
）
�

06
-a

3
3

職
場
適
応
援
助
�

者
,ジ

ョ
ブ
コ
ー
�

チ
�

職
業
紹
介
,雇

用
�

促
進
�

首
相
官
邸
�

サ
イ
ト
内
�

産
業
構
造
�

改
革
・
雇
�

用
対
策
�

本
部
　
�

20
03

／
3／

20
中
高
年
齢
者
等
の
�

就
業
促
進
�

求
人
・
求
職
者
間
の
年
齢
に
よ
る
雇
用
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
の
解
消
等
を
通
じ
て
，
中
高
年
齢
者
の
就
業
を
促
進
す
る

．
・
改
正
雇
用
対
策
法
に
基
づ
く
募
集
・
採
用
に
お
け
る
年
齢
制
限
の
緩
和
の
努
力
義
務
規
定
が
本
年
１
０
月
１

日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
，
公
的
機
関
や
主
要
企
業
に
対
し
て
要
請
を
実
施
す
る
ほ
か
，
官
民
の
職
業

紹
介
機
関
，
マ
ス
コ
ミ
等
を
フ
ル
活
用
し
て
，
広
範
な
周
知
活
動
を
展
開
す
る
．
（
１
０
月
１
日
施
行
・
補
正
予

算
要
求
検
討
中
・
１
４
年
度
要
求
）
・
高
年
齢
者
が
共
同
し
て
事
業
を
創
設
し
，
継
続
的
な
雇
用
の
創
出
を
行
う

こ
と
を
支
援
す
る
．
（
１
４
年
度
要
求
）
・
職
場
適
応
援
助
者
（
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
）
に
よ
る
人
的
支
援
を
通
し
て

障
害
者
の
雇
用
促
進
を
図
る
．
（
補
正
予
算
要
求
検
討
中
・
１
４
年
度
要
求
）
�

06
-a

3
3

子
育
て
支
援
機
�

能
,フ

ァ
ミ
リ
ー
�

・
サ
ポ
ー
ト
・
�

セ
ン
タ
ー
�

子
育
て
,フ

ァ
ミ
�

リ
ー
サ
ポ
ー
ト
�

�

首
相
官
邸
�

サ
イ
ト
内
�

産
業
構
造
�

改
革
・
雇
�

用
対
策
�

本
部
　
�

20
03

／
3／

20
働
く
女
性
の
た
め
�

の
経
済
社
会
基
盤
�

の
構
築
  

子
育
て
支
援
機
能
の
強
化
な
ど
，
女
性
が
安
心
し
て
子
供
を
産
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
社
会
的
環
境
を

整
備
す
る
．
・
地
域
の
子
育
て
支
援
機
能
を
強
化
す
る
た
め
，
子
育
て
中
の
労
働
者
や
主
婦
等
を
会
員
と
し
て
，

地
域
に
お
け
る
育
児
の
相
互
援
助
活
動
を
行
う
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
の
設
置
を
促
進
す
る
．
（

１
４
年
度
要
求
）
・
待
機
児
童
ゼ
ロ
作
戦
等
の
推
進
�

06
-a

3
3

有
期
雇
用
契
約
�

,裁
量
労
働
制
�

専
門
職
�

�
首
相
官
邸
�

サ
イ
ト
内
�

産
業
構
造
�

改
革
・
雇
�

用
対
策
�

本
部
　
�

20
03

／
3／

20
就
業
形
態
多
様
化
�

に
向
け
た
労
働
環
�

境
整
備
�

労
働
者
の
多
様
な
働
き
方
を
可
能
と
す
る
労
働
環
境
を
整
備
す
る
．
・
有
期
雇
用
契
約
及
び
裁
量
労
働
制
に
つ
い

て
は
，
契
約
期
間
の
上
限
が
３
年
と
さ
れ
て
い
る
特
例
の
対
象
と
な
る
専
門
職
等
の
範
囲
の
拡
大
の
た
め
の
告
示

改
正
を
年
度
内
に
行
う
と
と
も
に
，
制
度
全
体
の
見
直
し
の
た
め
の
検
討
を
早
急
に
進
め
る
（
９
月
１
９
日
か
ら

関
係
審
議
会
で
調
査
検
討
を
開
始
）
．
�

06
-a

3
3

労
働
者
派
遣
制
�

度
,労

働
力
需
給
�

調
整
機
能
,緊

急
�

雇
用
対
策
�

派
遣
労
働
,物

の
�

製
造
�

首
相
官
邸
�

サ
イ
ト
内
�

産
業
構
造
�

改
革
・
雇
�

用
対
策
�

本
部
　
�

20
03

／
3／

20
労
働
者
派
遣
制
度
�

の
見
直
し
�

厳
し
い
雇
用
失
業
情
勢
に
対
応
す
る
と
と
も
に
，
労
働
市
場
の
基
盤
整
備
の
一
環
と
し
て
，
労
働
者
派
遣
制
度
の

見
直
し
を
行
い
，
労
働
力
需
給
調
整
機
能
の
強
化
を
図
る
．
・
再
就
職
が
厳
し
い
状
況
に
あ
る
中
高
年
齢
者
に
つ

い
て
，
臨
時
国
会
に
提
出
す
る
緊
急
雇
用
対
策
法
案
（
仮
称
）
に
よ
り
，
派
遣
期
間
の
１
年
制
限
を
３
年
に
延
長

す
る
臨
時
特
別
の
措
置
を
創
設
す
る
．
（
臨
時
国
会
に
法
案
提
出
予
定
）
・
紹
介
予
定
派
遣
制
度
に
つ
い
て
は
派

遣
元
，
派
遣
先
及
び
派
遣
労
働
者
の
合
意
に
よ
り
派
遣
期
間
を
短
縮
す
る
等
，
派
遣
労
働
者
が
早
期
に
派
遣
先
に

直
接
雇
用
さ
れ
や
す
く
な
る
よ
う
な
運
用
の
見
直
し
を
行
う
（
直
ち
に
見
直
し
を
実
施
）
．
・
派
遣
期
間
３
年
が

認
め
ら
れ
る
業
務
範
囲
（
２
６
業
務
）
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
，
１
３
年
度
中
に
結
論
を
得
る
．
（
１
３
年
度
中

に
結
論
）
・
労
働
者
派
遣
制
度
全
体
の
あ
り
方
等
の
見
直
し
に
つ
い
て
も
，
去
る
８
月
３
１
日
か
ら
関
係
審
議
会

で
の
見
直
し
検
討
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
，
派
遣
期
間
の
延
長
，
「
物
の
製
造
」
業
務
へ
の
派
遣
禁
止
の
撤

廃
，
紹
介
予
定
派
遣
の
見
直
し
な
ど
に
つ
い
て
，
調
査
検
討
の
結
果
を
踏
ま
え
，
結
論
を
得
る
．
（
８
月
３
１
日

か
ら
検
討
開
始
）
�

06
-a

3
3

職
業
紹
介
制
度
�
労
働
市
場
,職

業
�

紹
介
�

首
相
官
邸
�

サ
イ
ト
内
�

産
業
構
造
�

改
革
・
雇
�

用
対
策
�

本
部
　
�

20
03

／
3／

20
職
業
紹
介
制
度
の
�

見
直
し
�

労
働
市
場
の
基
盤
整
備
の
一
環
と
し
て
，
職
業
紹
介
制
度
の
見
直
し
を
行
い
，
新
た
な
雇
用
が
創
出
さ
れ
る
分
野

へ
の
円
滑
な
労
働
移
動
を
促
進
す
る
．
・
無
料
職
業
紹
介
事
業
に
係
る
許
可
制
の
届
出
制
へ
の
移
行
，
職
業
紹
介

責
任
者
に
係
る
要
件
緩
和
な
ど
，
職
業
紹
介
事
業
制
度
全
体
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
，
８
月
３
１
日
か
ら
関
係
審

議
会
で
の
見
直
し
検
討
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
，
調
査
検
討
の
結
果
を
踏
ま
え
，
結
論
を
得
る
．
（
８
月
３

１
日
か
ら
検
討
開
始
）
・
求
職
者
か
ら
手
数
料
を
徴
収
で
き
る
範
囲
の
拡
大
及
び
求
人
企
業
か
ら
の
手
数
料
の
上

限
規
制
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
，
平
成
１
３
年
度
中
に
結
論
を
得
る
．
（
１
３
年
度
中
に
結
論
）
�

首
相
官
邸
�

サ
イ
ト
内
�

産
業
構
造
�

改
革
・
雇
�

用
対
策
�

本
部
　
�
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ド
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報
源
�

日
付
�

情
報
タ
イ
ト
ル
�

本
文
�

関
連
情
報
�

E
 ラ

イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
�

06
-a

3
3

雇
用
創
出
,改

正
�

雇
用
対
策
法
,緊

�
急
地
域
雇
用
特
�

別
交
付
金
,能

力
�

開
発
,雇

用
開
発
�

,地
域
産
業
・
雇
�

用
対
策
プ
ロ
グ
�

ラ
ム
�

教
員
補
助
,警

察
�

支
援
,環

境
保
全
�

,サ
ー
ビ
ス
分
野
�

20
03

／
3／

20
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
�

ト
整
備
 

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
雇
用
創
出
を
推
進
し
て
い
く
た
め
，
改
正
雇
用
対
策
法
の
施
行
に
あ
わ
せ
見
直
し
を
す
る

助
成
金
制
度
の
効
果
的
な
運
用
に
努
め
る
と
と
も
に
，
今
年
度
ま
で
の
事
業
で
あ
る
「
緊
急
地
域
雇
用
特
別
交
付

金
」
の
見
直
し
を
行
う
．
・
現
行
の
「
緊
急
地
域
雇
用
特
別
交
付
金
」
を
真
に
雇
用
創
出
効
果
の
高
い
事
業
に
重

点
化
し
，
新
た
な
緊
急
地
域
雇
用
特
別
交
付
金
を
創
設
す
る
こ
と
に
よ
り
，
学
校
へ
の
教
員
補
助
者
や
警
察
支
援

要
員
，
環
境
保
全
の
た
め
の
森
林
作
業
員
等
公
的
部
門
（
民
間
企
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
用
も
含
む
．
）
に
お
け
る
緊

急
か
つ
臨
時
的
な
雇
用
（
新
公
共
サ
ー
ビ
ス
雇
用
）
の
創
出
を
推
進
す
る
．
（
補
正
予
算
要
求
検
討
中
）
・
都
道

府
県
が
雇
用
機
会
の
増
大
等
を
図
る
べ
く
設
定
し
た
地
域
に
お
い
て
，
求
職
者
の
雇
い
入
れ
，
能
力
開
発
に
取
り

組
む
事
業
主
に
対
し
，
そ
れ
ら
を
支
援
す
る
た
め
の
助
成
措
置
を
実
施
し
，
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
雇
用
開
発
を

促
進
す
る
．
（
１
０
月
１
日
施
行
）
・
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
雇
用
創
出
や
，
サ
ー
ビ
ス
分
野
等
に
お
け
る
雇
用

創
出
を
図
る
た
め
，
事
業
主
団
体
等
を
活
用
し
た
就
職
支
援
活
動
や
，
関
係
業
界
及
び
関
係
機
関
と
連
携
し
た
人

材
育
成
の
取
組
等
を
推
進
す
る
．
（
１
０
月
１
日
施
行
・
１
４
年
度
要
求
）
・
本
年
８
月
２
８
日
に
策
定
し
た
「

地
域
産
業
・
雇
用
対
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
つ
い
て
，
都
道
府
県
労
働
局
と
経
済
産
業
局
が
連
携
し
て
，
逐
次
実
施

す
る
．
（
II-
１
．
の
再
掲
）
�

06
-a

3
3

就
職
支
援
特
別
�

対
策
パ
ッ
ケ
ー
�

ジ
,雇

用
開
発
助
�

成
金
,再

就
職
援
�

助
計
画
,労

働
移
�

動
�

職
業
紹
介
,ベ

ン
�

チ
ャ
ー
�

首
相
官
邸
�

サ
イ
ト
内
�

産
業
構
造
�

改
革
・
雇
�

用
対
策
�

本
部
　
�

20
03

／
3／

20
就
職
支
援
特
別
対
�

策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
�

実
施
�

不
良
債
権
処
理
等
の
推
進
に
伴
っ
て
生
ず
る
雇
用
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
抑
え
，
雇
用
の
安
定
を
図
っ
て
い
く
た

め
，
就
職
支
援
特
別
対
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
早
急
に
発
動
す
る
．
・
各
種
雇
入
れ
助
成
に
お
け
る
公
共
職
業
安
定
所

紹
介
要
件
を
緩
和
し
，
助
成
対
象
を
民
間
の
職
業
紹
介
機
関
に
よ
る
紹
介
に
も
拡
大
す
る
．
（
１
０
月
１
日
施
行

）
・
新
特
定
求
職
者
雇
用
開
発
助
成
金
の
機
動
的
な
運
用
を
図
り
，
全
国
的
に
雇
用
失
業
情
勢
が
悪
化
し
た
場
合

に
再
就
職
援
助
計
画
の
対
象
者
を
雇
い
入
れ
る
事
業
主
を
支
援
す
る
．
（
１
０
月
１
日
施
行
）
・
中
小
企
業
・
ベ

ン
チ
ャ
ー
企
業
等
に
対
し
，
地
方
公
共
団
体
と
の
連
携
の
下
に
，
創
業
を
支
援
す
る
た
め
の
利
用
し
や
す
い
助
成

措
置
を
講
じ
，
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
雇
用
機
会
の
創
出
を
図
る
．
（
１
０
月
１
日
施
行
）
・
景
気
の
変
動
等
に

伴
い
，
事
業
活
動
の
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
個
別
の
事
業
主
に
つ
い
て
，
業
種
に
か
か
わ
り
な
く
休
業
等
を
支

援
す
る
た
め
の
助
成
措
置
を
発
動
し
，
雇
用
の
維
持
を
図
る
．
（
１
０
月
１
日
施
行
）
・
建
設
業
界
内
に
お
い
て

，
同
業
他
社
か
ら
技
術
者
等
を
雇
い
入
れ
る
事
業
主
に
対
し
て
助
成
を
行
う
こ
と
に
よ
り
，
労
働
移
動
を
支
援
す

る
．
（
補
正
予
算
要
求
検
討
中
・
１
４
年
度
要
求
）
・
中
高
年
齢
者
を
受
け
入
れ
る
子
会
社
等
に
対
し
て
助
成
を

行
う
と
と
も
に
，
高
年
齢
者
を
一
定
割
合
以
上
雇
用
す
る
事
業
所
を
新
た
に
設
置
す
る
事
業
主
に
対
し
て
助
成
を

行
う
こ
と
に
よ
り
，
グ
ル
ー
プ
内
で
の
労
働
移
動
等
を
支
援
す
る
．
（
補
正
予
算
要
求
検
討
中
・
１
４
年
度
要
求

）
・
大
量
の
失
業
発
生
の
激
変
緩
和
や
失
業
な
き
労
働
移
動
を
図
る
た
め
，
退
職
予
定
者
の
退
職
前
に
お
け
る
長

期
休
業
制
度
を
設
け
た
事
業
主
に
対
し
て
助
成
を
行
う
．
（
補
正
予
算
要
求
検
討
中
）
�

06
-a

3
3

労
働
移
動
,再

就
�

職
援
助
計
画
,産

�
業
雇
用
安
定
セ
�

ン
タ
ー
,緊

急
雇
�

用
創
出
特
別
奨
�

励
金
,新

規
・
成
�

長
分
野
雇
用
創
�

出
特
別
奨
励
金
�

就
職
支
援
,職

業
�

相
談
,職

業
紹
介
�

�

首
相
官
邸
�

サ
イ
ト
内
�

産
業
構
造
�

改
革
・
雇
�

用
対
策
�

本
部
　
�

20
03

／
3／

20
失
業
な
き
労
働
移
�

動
の
強
化
  

離
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
労
働
者
が
円
滑
に
再
就
職
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
，
各
種
助
成
金
の
積

極
的
な
活
用
を
図
る
と
と
も
に
，
民
間
と
連
携
し
た
失
業
な
き
労
働
移
動
の
た
め
の
取
組
を
強
化
す
る
．
・
再
就

職
援
助
計
画
の
対
象
者
に
つ
い
て
，
民
間
の
就
職
支
援
会
社
を
活
用
し
て
再
就
職
支
援
の
取
組
み
を
行
う
事
業
主

に
対
し
助
成
を
行
う
な
ど
，
再
就
職
援
助
計
画
制
度
の
一
層
の
活
用
を
図
る
．
（
補
正
予
算
要
求
検
討
中
）
・
官

民
連
携
の
出
向
・
移
籍
の
支
援
機
関
で
あ
る
産
業
雇
用
安
定
セ
ン
タ
ー
の
体
制
を
強
化
し
，
建
設
・
流
通
・
不
動

産
業
等
の
業
界
と
連
携
し
た
，
人
材
の
受
入
・
送
出
情
報
の
収
集
・
提
供
機
能
を
充
実
さ
せ
る
．
（
補
正
予
算
要

求
検
討
中
・
１
４
年
度
要
求
）
・
大
量
に
離
職
者
が
発
生
す
る
企
業
に
お
け
る
臨
時
の
相
談
支
援
コ
ー
ナ
ー
（
ア

シ
ス
ト
・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）
の
機
動
的
な
設
置
を
図
る
．
（
補
正
予
算
要
求
検
討
中
・
１
４
年
度
要
求
）
・
緊
急

雇
用
創
出
特
別
奨
励
金
，
新
規
・
成
長
分
野
雇
用
創
出
特
別
奨
励
金
に
つ
い
て
，
９
月
末
ま
で
に
，
民
営
職
業
紹

介
所
が
紹
介
し
た
場
合
も
支
給
対
象
と
す
る
な
ど
の
要
件
の
見
直
し
等
を
実
施
し
，
そ
の
効
果
的
な
活
用
を
図
る

．
（
９
月
末
ま
で
に
要
件
の
見
直
し
等
を
実
施
・
補
正
予
算
要
求
検
討
中
）
�

06
-a

3
3

能
力
開
発
,雇

用
�

保
険
,セ

ー
フ
テ
�

ィ
ネ
ッ
ト
,離

職
�

者
支
援
資
金
,未

�
払
賃
金
立
替
払
�

制
度
,民

事
法
律
�

扶
助
法
�

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
�

ッ
ト
�

�

首
相
官
邸
�

サ
イ
ト
内
�

産
業
構
造
�

改
革
・
雇
�

用
対
策
�

本
部
　
�

20
03

／
3／

20
失
業
者
の
生
活
の
�

安
定
と
就
業
の
促
�

進
�

失
業
者
の
生
活
の
安
定
と
就
業
の
促
進
を
図
る
た
め
，
失
業
者
に
対
す
る
各
種
の
支
援
措
置
を
実
施
す
る
．
能
力

開
発
を
通
じ
て
再
就
職
の
促
進
を
図
る
と
い
う
観
点
か
ら
，
よ
り
効
果
的
か
つ
長
期
の
訓
練
を
実
施
で
き
る
よ
う

，
訓
練
延
長
給
付
制
度
を
拡
充
す
る
．
（
補
正
予
算
要
求
検
討
中
・
１
４
年
度
要
求
）
・
雇
用
保
険
制
度
の
枠
外

に
あ
る
自
営
業
者
及
び
パ
ー
ト
労
働
者
の
失
業
や
，
雇
用
保
険
の
求
職
者
給
付
期
間
切
れ
に
よ
り
生
計
の
維
持
が

困
難
と
な
っ
た
失
業
者
の
世
帯
に
対
す
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
，
一
定
の
条
件
の
も
と
に
新
た
に
生
活
資

金
を
貸
し
付
け
る
制
度
（
離
職
者
支
援
資
金
）
を
創
設
す
る
．
（
補
正
予
算
要
求
検
討
中
・
１
４
年
度
要
求
）
・

未
払
賃
金
立
替
払
制
度
に
お
け
る
立
替
払
対
象
額
の
上
限
額
を
引
き
上
げ
，
制
度
の
充
実
を
図
る
．
（
補
正
予
算

要
求
検
討
中
・
１
４
年
度
要
求
）
・
保
育
所
の
費
用
徴
収
基
準
に
つ
い
て
，
失
業
に
よ
り
費
用
負
担
が
困
難
と
な

っ
た
場
合
，
階
層
区
分
の
変
更
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
，
ま
た
，
失
業
に
伴
い
求
職
活
動
中
の
者
の
児
童
に

つ
い
て
は
，
保
育
所
の
受
入
れ
対
象
と
な
る
こ
と
に
関
し
，
通
知
を
発
出
し
，
周
知
徹
底
す
る
．
（
逐
次
実
施
）

・
「
民
事
法
律
扶
助
法
」
に
基
づ
き
，
倒
産
等
に
よ
っ
て
破
産
状
態
に
陥
っ
た
自
営
業
者
，
勤
労
者
な
ど
に
対
す

る
法
的
救
済
を
支
援
す
る
．
（
補
正
予
算
要
求
検
討
中
・
１
４
年
度
要
求
）
�

首
相
官
邸
�

サ
イ
ト
内
�

産
業
構
造
�

改
革
・
雇
�

用
対
策
�

本
部
　
�
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★
�

▲
�

▲
�

△
�

△
�

●
�

○
�

◎
�

■
�

◆
�

分
類
記
号
�丁

目
�

普
及
予
測
�技

術
キ
ー
ワ
ー
ド
�市

場
キ
ー
ワ
ー
ド
�情

報
源
�

日
付
�

情
報
タ
イ
ト
ル
�

本
文
�

関
連
情
報
�

E
 ラ

イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
�

06
-a

3
3

訓
練
延
長
給
付
�

制
度
,緊

急
雇
用
�

対
策
法
案
�

労
働
者
派
遣
�

20
03

／
3／

20
「
緊
急
雇
用
対
策
�

法
案
（
仮
称
）
」
�

の
制
定
 

現
下
の
厳
し
い
雇
用
失
業
情
勢
を
踏
ま
え
，
失
業
者
の
生
活
の
安
定
と
再
就
職
の
促
進
に
必
要
な
措
置
を
緊
急
に

講
ず
る
た
め
，
訓
練
延
長
給
付
制
度
の
拡
充
，
経
営
革
新
を
行
う
中
小
企
業
に
対
す
る
雇
入
れ
助
成
及
び
労
働
者

派
遣
に
関
す
る
臨
時
特
別
措
置
の
創
設
（
中
高
年
齢
者
に
つ
い
て
派
遣
期
間
の
１
年
制
限
を
３
年
に
延
長
）
な
ど

を
内
容
と
す
る
「
緊
急
雇
用
対
策
法
案
（
仮
称
）
」
を
臨
時
国
会
に
提
出
す
る
．
（
臨
時
国
会
に
法
案
提
出
予
定
）
�

08
-b

4
3

英
国
A
m
er
sh
a�

m
社
,米

国
A
m
e�

rs
ha

m
 B
is
ci
e�

nc
es
社
,米

国
T
�

he
rm

o
E
le
ct
ro
�

n社
,生

命
科
学
,�

プ
ロ
テ
オ
ミ
ク
�

ス
・
ソ
リ
ュ
ー
�

シ
ョ
ン
,蛋

白
質
�

研
究
�

生
命
科
学
,プ

ロ
�

テ
オ
ミ
ク
ス
・
�

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
�

ン
�

B
iz
T
ec

h　
�20
03

／
2／

10
A
m
er
sh
am

社
と
�

T
he

rm
o
社
、
プ
�

ロ
テ
オ
ミ
ク
ス
研
�

究
用
ソ
リ
ュ
ー
シ
�

ョ
ン
の
提
供
と
開
�

発
で
協
力
�

英
国
A
m
e
rs
h
a
m
社
の
生
命
科
学
事
業
部
門
で
あ
る
米
国
A
m
e
rs
h
a
m
 B
io
sc

ie
n
c
e
s社

と
，
米
国
T
h
e
rm

o
 

E
le
ct
ro
n社

は
２
月
５
日
，
生
命
科
学
分
野
の
蛋
白
質
研
究
を
支
援
す
る
，
質
量
分
析
に
基
づ
く
プ
ロ
テ
オ
ミ
ク

ス
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
共
同
で
販
売
す
る
と
発
表
し
た
．
ま
た
，
両
社
は
共
同
で
次
世
代
型
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

の
開
発
に
も
取
り
組
む
．
�

08
-c

3
3

住
商
情
報
シ
ス
�

テ
ム
,ア

ピ
ウ
ス
,�

電
子
カ
ル
テ
シ
�

ス
テ
ム
,A
p
iu
sE

�
cr
u,
医
事
会
計
ソ
�

フ
ト
,治

験
管
理
�

ソ
フ
ト
,医

療
情
�

報
シ
ス
テ
ム
�

医
療
情
報
シ
ス
�

テ
ム
,病

院
情
報
�

シ
ス
テ
ム
,電

子
�

カ
ル
テ
シ
ス
テ
�

ム
�

�

B
iz
T
ec

h　
�20
03

／
3／

24
住
商
情
報
シ
ス
テ
�

ム
、
生
命
科
学
分
�

野
の
IT
事
業
を
強
�

化
�

住
商
情
報
シ
ス
テ
ム
（
本
社
：
東
京
都
中
央
区
）
は
20

03
年
3月

24
日
，
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
手
が
け
る

ア
ピ
ウ
ス
（
本
社
：
東
京
都
千
代
田
区
）
に
資
本
参
加
し
，
共
同
で
医
療
分
野
の
IT
事
業
を
推
進
し
て
い
く
と
発

表
し
た
．
ア
ピ
ウ
ス
は
亀
田
総
合
病
院
グ
ル
ー
プ
と
住
友
商
事
が
共
同
出
資
し
て
20

00
年
2月

に
設
立
し
た
医
療

情
報
シ
ス
テ
ム
会
社
で
，
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
「
A
p
iu
s 
E
cr
u（

ア
ピ
ウ
ス
　
エ
ク
リ
ュ
）
」
を
開
発
し
，
す

で
に
40

の
医
療
機
関
で
稼
動
し
て
い
る
と
い
う
．
地
域
医
療
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
や
，
医
事
会
計
ソ
フ

ト
，
治
験
管
理
ソ
フ
ト
の
開
発
も
手
が
け
る
．
今
回
，
ア
ピ
ウ
ス
は
，
住
商
情
報
シ
ス
テ
ム
を
引
き
受
け
先
と
す

る
第
三
者
割
当
増
資
を
実
施
す
る
．
住
商
情
報
シ
ス
テ
ム
が
出
資
後
の
主
要
株
主
と
所
有
比
率
は
，
亀
田
医
療
情

報
研
究
所
が
40

.3
％
，
住
友
商
事
が
26

.9
％
，
住
商
情
報
シ
ス
テ
ム
が
3.
1％

に
な
る
予
定
．
住
商
情
報
シ
ス
テ

ム
と
ア
ピ
ウ
ス
は
共
同
し
て
，
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
の
分
野
に
お
け
る
各
種
案
件
の
企
画
，
営
業
，
コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
，
関
連
シ
ス
テ
ム
や
製
品
の
開
発
・
導
入
，
運
用
・
サ
ポ
ー
ト
な
ど
の
IT
事
業
を
展
開
し
て
い
く
と
し
て

い
る
．
�

08
-c

4
5

米
国
�

A
G
Y
T
he

ra
p
e�

ut
ic
s社

,im
A
G
�

Y
ne

,脳
腫
瘍
,神

�
経
腫
瘍
�

脳
腫
瘍
,神

経
腫
�

瘍
,治

療
薬
,診

断
�

検
査
�

�

B
iz
T
ec

h
20

02
／
11

／
27

米
A
G
Y
、
脳
腫
瘍
�

診
断
・
治
療
製
品
�

開
発
の
た
め
の
標
�

的
を
同
定
�

米
国
A
G
Y
 T
he

ra
p
eu

tic
s社

は
，
11

月
22

日
，
専
有
の
「
im

A
G
Y
ne

」
技
術
を
用
い
て
，
脳
腫
瘍
の
１
種
で
あ

る
多
型
性
膠
芽
腫
（
G
B
M
）
に
対
す
る
治
療
薬
と
診
断
検
査
の
開
発
に
有
用
な
，
非
常
に
特
異
的
な
標
的
を
同

定
し
た
と
発
表
し
た
，
こ
れ
ら
の
標
的
に
関
す
る
研
究
の
結
果
は
，
S
an

 D
ie
g
o
で
開
催
さ
れ
た
神
経
腫
瘍
学
会

第
７
回
年
次
総
会
で
同
日
，
報
告
さ
れ
た
．
�

08
-c

4
7

大
脳
皮
質
、
神
�

経
細
胞
�

微
小
酸
素
電
極
�

、
酸
素
濃
度
�

計
測
機
器
�

生
物
科
学
�

病
院
�

�

科
学
技
術
�

振
興
事
業
�

団
�

科
学
技
術
振
興
事
�

業
団
　
創
造
科
学
�

技
術
推
進
事
業
�

大
脳
皮
質
で
は
外
部
か
ら
の
刺
激
に
対
し
て
神
経
細
胞
が
興
奮
し
，
引
き
続
い
て
代
謝
に
関
連
す
る
物
質
の
濃
度

変
化
(二

次
信
号
)が

発
生
す
る
。
そ
の
二
次
信
号
の
代
表
例
と
し
て
酸
素
を
取
り
上
げ
，
大
脳
皮
質
の
特
定
部
位

に
お
け
る
秒
以
内
の
酸
素
濃
度
の
変
化
を
補
足
す
る
た
め
の
微
小
酸
素
電
極
を
開
発
す
る
事
を
目
的
と
し
て
，
分

離
型
酸
素
電
極
お
よ
び
一
体
型
酸
素
電
極
の
2種

類
の
電
極
を
設
計
し
，
最
終
的
に
は
一
体
型
酸
素
電
極
の
完
成

を
目
標
と
し
た
。
分
離
型
酸
素
電
極
で
は
，
大
脳
皮
質
の
特
定
部
位
に
は
白
金
単
極
が
挿
入
さ
れ
，
電
気
的
に
導

通
の
あ
る
場
所
の
対
極
と
組
み
合
わ
せ
る
事
に
よ
っ
て
，
酸
素
濃
度
の
変
化
を
と
ら
え
る
事
が
出
来
る
。
一
方
，

一
体
型
酸
素
電
極
で
は
，
分
離
型
酸
素
電
極
に
お
い
て
独
立
し
て
い
る
2本

の
単
極
を
，
一
本
の
ガ
ラ
ス
管
の
内

部
に
電
解
液
と
と
も
に
封
入
し
，
電
極
先
端
部
に
ガ
ス
透
過
性
の
隔
膜
を
設
け
た
物
で
あ
り
，
そ
の
ま
ま
大
脳
皮

質
の
特
定
部
位
に
挿
入
さ
れ
る
。
今
回
，
分
離
型
酸
素
電
極
の
開
発
は
成
功
に
至
っ
た
も
の
の
，
実
際
の
大
脳
皮

質
内
の
酸
素
濃
度
の
計
測
や
一
体
型
酸
素
電
極
の
開
発
は
成
功
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
�
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慶
大
・
日
立
な
ど
�

産
学
連
携
で
仮
想
�

細
胞
研
究
　
�

情
報
技
術
（
Ｉ
Ｔ
）
と
生
命
科
学
を
融
合
，
人
間
な
ど
の
細
胞
内
で
起
き
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
現
象
を
ま
る
ご
と

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
上
で
再
現
し
て
「
バ
ー
チ
ャ
ル
細
胞
」
を
生
み
出
そ
う
と
い
う
産
学
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
今

月
ス
タ
ー
ト
す
る
．
本
物
の
細
胞
を
詳
し
く
調
べ
る
代
わ
り
に
，
バ
ー
チ
ャ
ル
細
胞
を
使
っ
て
生
命
現
象
や
が
ん

な
ど
の
病
気
の
解
明
を
目
指
す
．
日
本
の
バ
イ
オ
産
業
力
強
化
に
つ
な
げ
る
狙
い
だ
．
慶
応
義
塾
大
学
先
端
生
命

科
学
研
究
所
（
山
形
県
鶴
岡
市
）
の
冨
田
勝
所
長
が
中
心
で
，
日
立
製
作
所
，
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
，
Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
，

三
井
情
報
開
発
な
ど
Ｉ
Ｔ
，
バ
イ
オ
関
連
の
8社

が
メ
ン
バ
ー
．
今
後
は
製
薬
や
食
品
会
社
な
ど
の
参
加
も
見
込

む
．
　
細
胞
内
で
は
ア
ミ
ノ
酸
や
脂
質
，
糖
質
な
ど
十
数
万
以
上
の
物
質
が
絶
え
ず
増
減
し
，
反
応
な
ど
を
繰
り

返
し
て
い
る
．
バ
ー
チ
ャ
ル
細
胞
で
は
生
体
内
の
反
応
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
化
し
，
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
動
か
し
て
仮

想
的
に
「
生
き
て
い
る
細
胞
」
を
作
り
出
す
．
創
薬
や
生
命
現
象
を
解
明
す
る
新
し
い
手
法
と
し
て
，
日
米
欧
で

研
究
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
．
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